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書評 117 

『分類思考の世界 なぜヒトは万物を「種Jに分けるのか

(講談社現代新香川

三中信宏[著]

(講談社， 2009年， 328頁， 840円)

本書は2006年に講談社から同著者により著された『系

統樹思考の世界・すべてはツリーとともに』の姉妹本で

ある.本書の記述には前審との重複する部分が多いが，

前書は系統という生物体系をタテにみた世界を中心に論

を展開しているのに対して，本書は分類というヨコにみ

た場合をより詳しく述べている.晴乳類をはじめ生物や

生態系に関心のある我々は，自分の研究がどの時空ある

いは方向を扱っているのか常に気をつけて置くべきであ

る. より深い理解のためには本書は前零と対にして読む

のがベターである.

生物に限らず物事を分類するのは人間の認知的特性に

基づいている， というのが三中氏の以前からの主張であ

る.人聞には分類したいという心理的要求がある反面，

分類行為には脳生理学的制約と論理思考の限界がある.

そして分類を行う際，物事には「本質Jがあると無意識

に感じてしまう「心理的本質主義jの思考的制限がある

ことはどうしても避けられないという.つまり，生物分

類には， I種」タクソンが実在するとの大前提のもとに作

業が進められているー現場の生物分類学者やその成果を

利用する多くのものにとっては，思考制限や，たとえ種
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の実在性に問題があっても，分類行為自体にはさほど影

響しないだろう.しかし形而上学的に見ると，種の実在

性とそれにもとづく自然分類は大きな問題を苧んでい

る.種問題については，多くの議論があり，その論争は

しばしば感情的になり泥沼化し，なにが問題で，なにが

論議されているのか不明瞭になりがちである.本書は分

類学と種問題の複雑多岐にわたる学説と論争について，

その歴史と問題点をよく整理した力作である

著者の三中氏はこのような複雑怪奇な情報をうまく整

理する一種の天才である.三中氏の専門の一つに生物統

計学がある.私と間じ稜度か少し若い世代は，統計的手

法を実用し始めた学求人生の初期には，多変量解析，ノ

ンパラ検定， MCMC，最尤法といった従来の伝統的正規

分布に基づく方法とは異なった統計的手法が一般化し，

頭が混乱した経験をお持ちの方も多いだろう.そんな時，

我ら統計学に疎い迷える羊を救ってくれたのは， コピー

による複写で全国に広まった三中氏作製の「統計マンダ

ラjの相関図である(もっとも私がこれを入手したのは

泥沼にはまったずっと後のことになるが……).同様に，

本書は種問題や分類学についての難解かつ多岐にわたる

論議を佑撤するのを助けてくれるであろう.三中氏の分

類，系統についての著作は難解なものが多いが，本警は

そのなかにあって例外的にわかりやすい.本書では，哲

学や科学史の小難しい古典から最新の分類学論議まで広

く引用しているが，それと同時にいわゆるサブカル

チャーのキワモノである妖怪，マンガや大衆文学，果て

はアイドル芸能人やキャラクターものをも引き合いにだ

し権威ある著作の合間に巧妙な比喰として使っている

ことも本書がわかりやすい理由の一つであろう.当代ま

れな読書人，好事家として知られる三中氏ならではの仕

事である.語委主や文体こそ近年あまり見られなくなった

格調高いインテリ風ではあるが，そのなかに大衆文化を

織り込み理解しやすくする， という彼の本の作り方をみ

るのも一興だろう.

本書を敢えて日甫乳類科学で紹介したのは，本書におい

て徳田御稔の「種実在論」が問題祝されているからであ

る 三中氏は，徳田は日本の進化研究に「種族維持の単

位としての種」という負の遺産を残したと断じている.

徳田御稔は，第二次大戦前後に生物地理的研究や欝掬類

の分類を推進したことで，直接，間接に，現在の多くの

日本の晴乳類学者に影響を及ぼしている.私もその系譜

の末端に位置しているのだろう.戦後，徳田のラマルク

的進化論はひととき日本を席巻したが，それが現在誤り

であると分かつても， 日本の捕手し類研究への正の貢献か

らか，敢えて大きな徳田批判や総括は起こらなかった(そ
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れとも単に忘れ去られたのか?)，と私は感じている.そ

れが故に無意識に徳田流の種概念にとりつかれ， B本の
補乳類研究者の多くは， r種の実在Jについて始めから疑
うことなどしていないのではないか?それが日本におけ

る鴻乳類の分類学や進化研究に負の影響を与えてはいな

いだろうか?三中氏は「幸せな研究者人生を送るために

は，いっそのことそういう“形而上学"的な問題にはいっ

さい首をつっこまないことが最警かもしれないJ(p. 185 

186) とのベ， r存在jについてあれこれ悩み始めると不
幸が始まるということを言っている.明らかに反語であ

る.この悩んでいる三中氏自身の種問題への立場は.rr生
命の樹」そのものを示すユニークかっ究極的な時空ワー

ムただ一つを仮定すればそれで十分であろうJ(p.254) 

という記述がそれらしいーそもそも前置きに「時空ワー

ムの愛する断片に本書を捧ぐj とあるので，これが彼の

種問題への現在の結論であろう.

いずれにせよ，種の笑在についての合意はなかなかで

きそうもない.しかし難しいからといって， r思考停
止」の状態になり，黙々と自の前にある倍々の仕事のみ

をこなすのは，サイエンテイストとして後ろ向きi晶ぎは

しないか?結論は出ずとも，悩んで，泥沼と格闘すべき

でないか?これは分類，系統学にかぎったことではない.

現在，晴乳類研究でさかんな保全生物学しかりである.

そもそもなぜ保全しなくてはならないのか，そして保全

すべき対象はいったい何なのか["種Jだとすれば，種

問題は避けて通れない問題だ.本書の千告にキャッチ・フ

レーズとして「分類せずにはいられない一-生物学者た

ちの知的格闘史!Jとでかでかと書いてある.形而上学

的格助!なくして研究者たり得ないと私は思う次第であ

る.常学者たれ， 日本の暗乳類学を目指す若者よ!

大舘智氏(北海道大学低温科学研究所)

間 ohd@pop.lowtem.l叫王吋aJ.aC.jp


